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博物館だより　簡易保険誕生 100
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わが街わが故郷86沼田市
読者プレゼント

　

紅
葉
の
頃

 

秋
田
県
八
峰
町　

大
高　

孝
雄

　

秋
田
の
紅
葉
は
、
色
鮮
や
か
に
燃
え

ま
す
。
こ
の
作
品
は
、
隣
町（
藤
里
町
）

の
白
神
自
然
遺
産
地
域
に
接
す
る
山
容

を
描
い
た
も
の
で
す
。
月
に
数
回
、
絵

仲
間
で
ス
ケ
ッ
チ
研
修
を
し
て
い
ま
す

が
、
芸
術
の
秋
は
、
格
別
の
感
が
あ
り

ま
す
。

　

ダ
ム
湖
の
湖
水
に
映
る
光
景
に
、
感

動
し
て
筆
を
運
ぶ
の
で
す
が
、
な
か
な

か
思
う
よ
う
に
描
け
ず
、
毎
度
の
事
で

す
が
悪
戦
苦
闘
し
て
我
が
腕
の
未
熟
さ

を
実
感
す
る
こ
と
と
相
成
り
ま
す
。

　

絵
は
自
ら
の
感
ず
る
ま
ま
に
描
く
こ

と
と
云
わ
れ
て
ま
す
が
、
や
は
り
基
本

が
大
事
と
肝
に
銘
じ
て
描
い
て
い
ま
す
。

　

油
絵
具
と
出
会
っ
て
、
描
き
続
き
て

五
十
数
年
を
経
過
致
し
ま
し
た
。
残
さ

れ
た
人
生
を
有
意
義
に
生
き
る
た
め
に

ま
た
一
枚
で
も
多
く
の
作
品
を
描
い
て

後
世
に
引
き
継
ぎ
た
い
と
思
う
今
日
こ

の
頃
で
す
。

平成28年9月号
（旧逓信協会雑誌）
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